
２
．
未
婚
・
少
子
化
の
要
因
分
析

　

若
者
世
代
の
未
婚
化
・
晩
婚
化
が

進
む
中
で
、
そ
の
解
決
策
を
探
る
べ

く
「
な
ぜ
結
婚
し
な
い
の
か
（
で
き

な
い
の
か
）」「
な
ぜ
子
供
を
持
た
な

い
の
か
（
持
て
な
い
の
か
）」
に
つ

い
て
そ
の
背
景
に
あ
る
要
因
を
分
析

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
今
の
収
入
で
は
「
結

婚
し
て
も
生
活
が
成
り
立
た
な
い
の

で
は
な
い
か
」「
子
供
を
養
育
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
「
経

済
的
な
不
安
」
と
、
子
供
を
持
つ
こ

と
で
「
会
社
で
継
続
的
に
働
け
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
「
雇
用

（
仕
事
）
へ
の
不
安
」
の
二
つ
の
大
き

な
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

３
．
年
収
と
結
婚
・
出
産
に
対
す
る

若
者
の
意
識

　

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
が
20
歳
代
の
未
婚
男
女
を

対
象
に
行
っ
た
「
年
収
と
結
婚
・
出

産
に
対
す
る
意
識
調
査
」に
よ
る
と
、

世
帯
収
入
が
「
４
０
０
万
円
を
超
え

る
と
、
過
半
数
が
結
婚
に
対
し
て
前

向
き
」
に
な
り
、「
５
０
０
万
円
を

超
え
る
と
、
過
半
数
が
第
一
子
を
持

つ
こ
と
に
前
向
き
」
に
、「
６
０
０
万

円
を
超
え
る
と
過
半
数
が
第
二
子
を

持
つ
こ
と
に
前
向
き
」
に
な
る
と
い

う
結
果
が
出
て
お
り
、
年
収
が
結
婚

や
出
産
に
対
す
る
意
識
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

４
．
子
供
の
教
育
費
負
担

　

年
収
が
結
婚
や
出
産
に
大
き
く
影

響
を
与
え
て
い
る
理
由
の
一
つ
に
教

育
費
の
負
担
が
上
げ
ら
れ
る
が
、
子

供
の
教
育
費
（
保
育
費
・
学
校
教
育

費
・
学
校
外
教
育
費
）
が
ど
の
く
ら

い
か
か
る
の
か
を
調
査
し
た
。

　

年
間
の
教
育
費
は
小
学
生
で
は
約

21
万
円
だ
が
、
成
長
と
と
も
に
負
担

は
増
し
、
高
校
生
で
は
約
67
万
円
、

大
学
生
で
は
国
立
大
学
で
約
94
万

円
、
私
立
大
学
（
理
系
）
に
至
っ
て

は
約
１
７
８
万
円
も
の
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
い
る
。

５
．
年
間
賃
金
に
占
め
る
子
供
の

　
　
　

教
育
費
お
よ
び
生
計
費
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

夫
婦
と
子
供
二
人
の
標
準
的
な
世

帯
が
歩
む
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の

収
入
、
お
よ
び
そ
の
時
の
生
計
費
、

教
育
費
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
世
帯
収
入
に
お
け
る
生
計
費
、

教
育
費
の
負
担
の
程
度
を
示
す
と
と

も
に
、
前
述
の
「
20
歳
代
の
未
婚
男

女
の
年
収
と
結
婚
・
出
産
に
対
す
る

意
識
」
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
探
っ
た
。

（
図
３
）

　

棒
グ
ラ
フ
は
生
計
費
と
教
育
費
の

合
計
額
、
黄
色
の
折
れ
線
グ
ラ
フ
が

夫
の
年
間
賃
金
、
点
線
の
折
れ
線
グ

ラ
フ
は
夫
の
年
間
賃
金
に
妻
の
パ
ー

ト
収
入
（
非
課
税
枠
１
０
３
万
）
を

加
算
し
た
世
帯
収
入
、
横
軸
は
家
族

構
成
と
そ
の
年
齢
を
示
し
て
い
る
。

は
じ
め
に

　

少
子
化
に
よ
る
労
働
人
口
の
減
少

は
企
業
に
人
手
不
足
や
人
材
獲
得
競

争
の
激
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
内

閣
府
の
「
家
族
と
地
域
に
お
け
る
子

育
て
に
関
す
る
意
識
調
査
」
に
よ
れ

ば
、
若
い
世
代
で
未
婚
・
晩
婚
が
増

え
て
い
る
理
由
と
し
て
、
半
数
超
が

「
経
済
的
に
余
裕
が
な
い
」
こ
と
を

挙
げ
て
お
り
、
未
婚
・
晩
婚
の
背
景

に
は
経
済
的
理
由
が
あ
る
こ
と
が
浮

き
彫
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

福
井
商
工
会
議
所
中
小
企
業
委
員

会
で
は
小
森
富
夫
副
委
員
長
（
新
田

塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
㈱
社
長
）
を
座
長

に
、
経
営
者
・
人
事
担
当
者
・
専
門

家
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
賃
金
・
労

務
制
度
か
ら
の
少
子
化
対
策
」
を
考

え
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置

し
、
企
業
に
お
け
る
少
子
化
対
策
と

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

た
。

福
井
県
に
お
け
る
少
子
化
の
現
状

１
．
人
口
・
世
帯
数
の
推
移

　

戦
後
、
福
井
県
の
総
人
口
は
増
加

を
続
け
て
き
た
が
、
平
成
11
年
に

83
万
１
２
２
２
人
と
全
国
よ
り
も
９

年
も
早
く
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の
後

は
減
少
に
転
じ
、
平
成
26
年
に
は

80
万
人
を
切
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、

世
帯
数
は
増
加
を
続
け
て
お
り
、
こ

の
背
景
に
は
未
婚
世
帯
や
核
家
族
の

増
加
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。（
図

１
）

２
．
初
婚
年
齢
・
第
一
子
出
生
時

年
齢
の
推
移

　

図
２
は
初
婚
年
齢
の
推
移
を
男
女

別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
30

年
と
平
成
26
年
を
比
べ
る
と
、
福
井

の
男
性
で
は
４
・
４
歳
、
女
性
で
は

５
・
９
歳
の
晩
婚
化
が
進
ん
で
い
る
。

　

福
井
県
の
女
性
（
母
）
の
第
一
子

の
出
生
時
の
年
齢
も
、
昭
和
50
年
と

平
成
26
年
を
比
較
す
る
と
５
・
２
歳

遅
く
な
っ
て
お
り
、
出
産
年
齢
の
晩

産
化
も
進
ん
で
い
る
。

 

企
業
に
お
け
る
少
子
化
対
策
の
必
要
性

１
．
若
者
の
就
職
意
識
の
変
化

　

大
手
人
材
広
告
企
業
の
マ
イ
ナ
ビ

が
２
０
１
７
年
に
行
っ
た
大
学
生
の

就
職
意
識
調
査
で
は
、「
企
業
の
選

択
ポ
イ
ン
ト
」
と
し
て
、「
福
利
厚

生
制
度
の
良
い
会
社
」
を
挙
げ
る
学

生
が
13
・
４
％
（
２
０
１
２
年
比
２
・

３
％
増
）「
給
料
の
良
い
会
社
」
を

挙
げ
た
学
生
が
12
・
８
％
（
同
５
・

１
％
増
）
と
な
っ
て
お
り
、
優
れ
た

人
材
の
確
保
や
雇
用
維
持
に
は
、
初

任
給
や
昇
給
率
、
出
産
・
子
育
て
に

対
す
る
支
援
制
度
の
有
無
が
大
き
く

左
右
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

fcci information〈会議所情報〉 fcci information〈会議所情報〉
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【図 1】福井県の人口・世帯数の推移【図 3】年間賃金に占める教育費および生活費のシミュレーション

【図 2】平均初婚年齢の推移（全国・福井県）



お
わ
り
に

　

例
え
ば「
有
給
休
暇
の
時
間
単
位
」

で
の
取
得
制
度
は
、
学
校
行
事
や
子

供
の
急
病
な
ど
で
、
遅
刻
や
早
退
す

る
場
合
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
制

度
で
、
安
心
し
て
「
出
産
・
子
育
て
」

と
「
仕
事
」
が
両
立
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
有
効
な
支
援
策
で
あ
る
。
人

口
減
少
問
題
は
、
国
や
自
治
体
だ
け

に
そ
の
解
決
を
任
せ
る
の
で
は
な

く
、
企
業
に
お
い
て
も
危
機
感
を

も
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

今
回
お
示
し
し
た
３
つ
の
支
援
策

が
、「
働
き
や
す
い
、
生
み
や
す
い
、

育
て
や
す
い
」
環
境
づ
く
り
を
目
指

す
「
福
井
モ
デ
ル
」
と
し
て
、
企
業

に
お
い
て
前
向
き
に
検
討
・
実
施
さ

れ
、
安
心
し
て
結
婚
・
子
育
て
で
き

る
職
場
環
境
の
整
備
や
、
企
業
に
お

け
る
優
れ
た
人
材
の
確
保
、
ひ
い
て

は
企
業
の
永
続
的
な
発
展
と
成
長
の

一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

本
報
告
書
は
福
井
商
工
会
議
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

夫
の
年
間
賃
金
を
基
準
に
、「
20

歳
代
の
未
婚
男
女
の
年
収
と
結
婚
・

出
産
に
対
す
る
意
識
」
と
対
比
す
る

と
、
結
婚
に
対
し
て
前
向
き
に
な
る

４
０
０
万
円
の
年
収
ラ
イ
ン
は
、
現

在
の
平
均
初
婚
年
齢
を
超
え
る
32
歳

に
な
ら
な
い
と
上
回
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
ま
た
、
第
一
子
を
持
つ
こ
と

に
前
向
き
に
な
る
５
０
０
万
円
の
ラ

イ
ン
は
46
歳
に
な
ら
な
い
と
上
回
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

　

よ
り
現
実
に
近
づ
け
る
た
め
に
夫

の
収
入
に
妻
の
パ
ー
ト
収
入
（
非
課

税
枠
１
０
３
万
円
）
を
加
え
て
み
て

も
、
結
婚
や
第
一
子
に
つ
い
て
は
現

状
に
近
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、

第
二
子
や
第
三
子
を
産
み
育
て
る
と

い
う
意
識
付
け
に
は
世
帯
収
入
の
大

幅
な
ア
ッ
プ
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し

か
し
、
低
成
長
の
中
、
夫
の
今
後
の

賃
金
の
大
幅
な
ア
ッ
プ
は
期
待
で
き

ず
、
妻
の
収
入
に
よ
る
世
帯
収
入
の

向
上
が
よ
り
現
実
的
と
考
え
る
。

６
．
雇
用
（
仕
事
）
に
対
す
る
不
安

　

内
閣
府
の
調
査
に
よ
れ
ば
、「
安

心
し
て
希
望
通
り
の
子
供
を
も
て
る

よ
う
に
な
る
」
環
境
と
し
て
、
66
・

７
％
が
「
出
産
後
も
同
じ
勤
務
先

で
継
続
し
て
就
業
で
き
る
こ
と
」、

58
・
２
％
が
「
出
産
後
も
同
じ
勤
務

先
で
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
が
可
能
と
な

る
環
境
が
あ
る
」に「
そ
う
思
う
」「
や

や
そ
う
思
う
」
と
回
答
し
て
い
る
。

　

女
性
は
出
産
後
も
出
産
前
同
様
に

職
場
復
帰
を
果
た
し
、
復
帰
後
も
育

児
が
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
な
く
、
勤
務
で
き
る
こ
と

を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

企
業
に
お
け
る
具
体
的
な
少
子
化
対
策

　

経
済
面
・
雇
用
（
仕
事
）
面
で
の

不
安
に
対
し
、
企
業
が
取
り
組
む
べ

き
対
策
と
し
て
、
従
業
員
の
給
与
を

見
直
し
、
扶
養
手
当
や
一
時
金
を
支

給
す
る
「
金
銭
的
な
支
援
策
」
と
、

仕
事
と
出
産
・
子
育
て
の
両
立
を
図

れ
る
「
勤
務
制
度
上
の
支
援
策
」
の

２
つ
が
上
げ
ら
れ
る
。

１
．
経
済
的
な
不
安
の
解
消
に
向
け
て

支
援
策
①

　
「
共
働
き
に
よ
る
世
帯
収
入
の
向

上
に
向
け
た
保
育
施
設
の
充
実
」

　

経
済
的
な
理
由
が
少
子
化
の
大
き

な
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
り
、
少
子
化
の
解
消

に
は
世
帯
収
入
の
大
幅
な
ア
ッ
プ
が

望
ま
れ
る
。
世
帯
収
入
の
ア
ッ
プ
に

は
結
婚
や
出
産
後
の
妻
の
就
業
率

（
共
働
き
率
）
を
高
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
安
心

し
て
子
供
を
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
や
保
育
施
設
の
充
実
が
必
要
と
な

る
。
し
か
し
、
中
小
企
業
が
単
独
で

保
育
施
設
を
持
つ
こ
と
は
困
難
で
あ

る
た
め
、
左
記
の
手
法
を
福
井
商
工

会
議
所
か
ら
提
案
す
る
。

支
援
策
②

　
「
扶
養
手
当
制
度
の
充
実
」

　
「
福
井
県
賃
金
実
態
調
査
」
に
よ

る
と
、
４
割
を
超
え
る
企
業
に
は
扶

養
家
族
手
当
制
度
が
な
い
。

　

配
偶
者
扶
養
手
当
の
支
給
額
は

「
５
千
円
以
下
」
が
33
・
０
％
、
子

へ
の
扶
養
手
当
の
支
給
額
は
「
５
千

円
以
下
」
が
全
体
の
82
・
２
％
を
占

め
る
。

　

従
業
員
の
経
済
的
な
不
安
を
解
消

す
る
に
は
現
状
の
手
当
で
は
不
十
分

で
あ
り
、
結
婚
や
出
産
・
進
学
な
ど

家
計
支
出
が
増
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に

合
わ
せ
て
、
次
ペ
ー
ジ
上
段
の
よ
う

な
手
当
を
増
額
し
た
り
、
祝
金
、
進

学
一
時
金
制
度
を
設
け
る
こ
と
を
提

案
す
る
。

２
．
雇
用
や
仕
事
へ
の
不
安
の

解
消
に
向
け
て

支
援
策
③

　
「
勤
務
制
度
の
改
善
・
整
備
」

　

支
援
策
の
３
つ
目
と
し
て
、
雇
用

や
仕
事
へ
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め

の
支
援
策
と
し
て
次
ペ
ー
ジ
下
段
の

よ
う
な
「
勤
務
制
度
の
改
善
・
整
備
」

を
提
案
す
る
。

育
児
〜
就
学
段
階
で
の
金
銭
的
な
支
援
策

大
学
等
進
学
〜
就
職
段
階
で
の
金
銭
的
な
支
援
策

出産祝金制度

従業員に子供が誕
生した際、事業所
から出産祝金を贈
呈する。

子の扶養手当
の増額

子供に対する扶養
手当を従来の金額
から増額する。

産休・育休期間中の
扶養手当の増額

産休や育児に伴う
休職期間中の扶養
（配偶者）手当を
増額する。

民間保育施設利
用料の助成制度

子供を民間保育施
設に預ける際、利
用料の一部を企業
が負担する。

子の入学祝金
制度

子供が小学校・中学
校・高校に入学した
際に、事業所から祝
金を贈呈する。

子女教育手当
制度

子供が高校や大学
等に在学する期間
に限定して、扶養
手当を従来の金額
から増額する。

進学一時金制度 （大学等）

月々の子供向け扶養手当を減
額し、代わりに子供が大学・短
大・専門学校等に進学した際に
一時金を支給し、進学費用に充
当してもらう。

（Ｕターン・Ｉターン就職を前提とした）

奨学金の一部負担

奨学金を利用した学生がＵ・Ｉ
ターンで就職した際、返済の一
部を企業が負担（肩代わり）す
る。

育
児
段
階
〜
就
学
前
の
勤
務
体
系
的
支
援

就
学
後
の
勤
務
体
系
的
支
援

育児中の従業員の
短時間勤務を認め
る。

在宅勤務制度
の導入

育児休暇中の従業
員が、自宅で業務
しながら子育ても
行えるような環境
を整備する。

再雇用制度の
導入

育児期間中短
時間勤務制度
の徹底

出産・育児等で離職
した女性が育児終了
後に、元の職場に再
び勤務できる制度の
整備を導入する。

育児休暇取得者職場
復帰プログラムの策定

育児休暇取得者が職場
に復帰する際、職場環
境に徐々に体を慣らし
てもらうための特別プ
ログラムを提供する。

社内保育施設の整備

企業内に子供を預
かってくれる施設を
整備し、お迎え等を
気にせず従業員が安
心して仕事に集中で
きる環境を整備する。

職場復帰相談
窓口の設置

育児休暇後の職場復帰を
果たした従業員が社内で
孤立することがないよ
う、先輩社員に相談でき
る窓口体制を設置する。

有給休暇の時間単位
取得制度の普及

授業参観、運動会、卒業式など
の学校行事や急な病気などに
対し、従業員の時間単位での有
給休暇取得を認める。

子育て社内アドバイ
ザーの設置

子育てで不安を抱える従業員
が、子育て経験を持つ先輩従業
員に対し気軽に相談できる体
制を整備する。

fcci information〈会議所情報〉 fcci information〈会議所情報〉
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【
保
育
施
設
の
充
実
に
向
け
た
提
案
】

　
保
育
施
設
の
設
置
・
運
営
に
は
大
き

な
コ
ス
ト
負
担
が
発
生
す
る
が
、
こ
う

し
た
コ
ス
ト
を
複
数
の
会
員
企
業
で
分

担
し
、
勤
務
す
る
従
業
員
の
子
供
を
預

か
る
施
設
を
福
井
市
中
心
市
街
地
に
共

同
設
置
・
運
営
す
る
。

　

商
工
会
議
所
の
会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
か
し
た
運
営
手
法
を
用
い
る
こ
と

で
、
多
く
の
託
児
希
望
者
を
募
る
こ
と

が
で
き
る
と
と
も
に
、
交
通
ア
ク
セ
ス

の
良
さ
や
就
労
人
口
の
多
さ
か
ら
見
て

も
、
福
井
市
中
心
市
街
地
に
共
同
の
保

育
施
設
を
設
け
る
こ
と
で
、
育
児
や
送

迎
に
か
か
る
負
担
も
軽
減
で
き
る
と
見

込
ま
れ
る
。

支援策②　扶養手当制度の充実

支援策③　勤務制度の改善・整備


